
鶴
岡
市
議
会
臨
時
会
が

４
月

日
に
開
会
さ
れ
、

25

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

を
含
む
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。日

本
共
産
党
の
菅
井
巌

議
員
が
質
疑
と
反
対
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

１
２
４
０
万
円
の
増
税

質
疑
に
お
い
て
は
、
課

税
限
度
額
に
到
達
す
る
所

得
額
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
単
身
世
帯

で
７
１
０
万
円
（
給
与
収

入
９
２
０
万
円
）
、

代
40

夫
婦
・
子
ど
も
２
人
世
帯

で
６
１
４
万
（
給
与
収
入

８
１
５
万
円
）
が
示
さ
れ
、

今
回
の
引
き
上
げ
ら
れ
た

場
合
を
昨
年
度
ベ
ー
ス
で

想
定
し
た
と
こ
ろ
、
今
年

度
限
度
額
に
達
す
る
世
帯

数
は
３
０
７
世
帯
（
加
入

者
比
１
・
８
％
）
、
増
税

額
約
１
２
４
０
万
と
な
る

こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
低
所
得
者
の
負

担
軽
減
で
は
、
医
療
・
後

期
支
援
分
で
１
０
６
世

帯
、
介
護
分
で

世
帯
、

52

減
税
額
で
約
３
１
５
万
円

と
な
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま

し
た
。

独
自
の
配
慮
の
求
め
に

「
負
担
の
公
平
感
、
他
と

足
並
み
そ
ろ
え
る
」

そ
の
う
え
で
、
「
国
保

会
計
の

年
度
の
見
込
み

30

と
し
て
、
前
年
度
繰
越
金

が
４
億
３
千
万
円
、
基
金

が
８
億
５
千
万
円
、
単
年

度
収
支
で
２
億
２
６
０
０

万
円
の
黒
字
と
し
て
い
る

中
で
、
限
度
額
を
引
き
上

げ
な
い
で
自
治
体
独
自
の

配
慮
で
カ
バ
ー
で
き
な
い

の
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
、
斎
藤
健
康
福
祉
部
長

か
ら
は
、
低
所
得
者
、
中

間
所
得
者
層
へ
の
配
慮
、

高
所
得
者
層
に
負
担
を
お

願
い
し
て
の
「
負
担
の
公

平
感
」
、
他
の
自
治
体
と

も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
ゆ

く
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

５
年
前
に
比
べ

万
円

16

引
き
上
げ
、
重
税
感
耐

え
が
た
い

反
対
討
論
で
は
、
今
回

の
国
保
税
限
度
額
引
き
上

げ
は
、
賦
課
限
度
額
を
４

万
円
引
き
上
げ
て

万
円

93

に
改
正
す
る
と
い
う
も
の

で
、
こ
こ
５
年
間
で
４
回

目
の
引
上
げ
と
な
り
５
年

前
に
比
べ

万
円
も
引
上

16

げ
ら
れ
て
お
り
、
納
税
者

の
重
税
感
は
耐
え
が
た
い

水
準
。
限
度
額
引
き
上
げ

に
よ
る
加
入
者
の
推
計
負

担
増
は
、
約
１
２
４
０
万

円
、
軽
減
拡
大
は
約
３
１

５
万
円
で
国
保
会
計
で
は

差
し
引
き
約
９
２
５
万
円

の
加
入
者
負
担
増
。
国
保

は
今
年
度
か
ら
県
単
位
化

に
よ
る
県
と
市
町
村
の
共

同
運
営
に
変
わ
り
、
当
面

６
年
間
を
見
通
し
た
保
険

料
を
算
定
す
る
と
し
、
３

月
議
会
で
は
国
保
会
計
予

算
で
１
人
平
均
１
万
１
０

４
円
（
△
９
・
２
％
）
の

減
税
が
さ
れ
。
繰
越
金
と

積
み
上
げ
ら
れ
た
基
金
を

計
画
的
に
国
保
加
入
者
の

保
険
料
負
担
軽
減
に
あ
て

れ
ば
、
限
度
額
を
引
き
上

げ
な
く
て
も
自
治
体
独
自

の
配
慮
で
カ
バ
ー
し
て
行

け
る
と
考
え
る
。

厚
労
省
は
国
保
の
限
度

額
超
過
世
帯
の
割
合
を
１

・
５
％
に
近
づ
く
よ
う
今

後
も
引
き
上
げ
る
方
針
。

早
晩
限
度
額
が
１
０
０
万

円
に
も
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
国
保
税
の
課
税
限
度

額
に
つ
い
て
は
、
法
定
の

額
の
範
囲
内
で
市
町
村
が

独
自
に
設
定
で
き
る
も

の
。
「
負
担
が
重
い
」
と

訴
え
ら
れ
る
、
国
保
税
の

納
税
者
の
現
実
を
直
視

し
、
重
税
感
と
負
担
の
軽

減
を
図
る
べ
き
と
述
べ
ま

し
た
。

採
決
の
結
果
、
日
本
共

産
党
市
議
団
を
除
く
議
員

の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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市議会６月定例会日程（予定）

※開会時刻は10：00です。

６月１３日（水）本会議（開会、提案説明、

総括質問等）、予算特別委員会

１５日（金）本会議（一般質問）

１８日（月）本会議（一般質問）

午後：共産党市議団（予定）

１９日（火）本会議（一般質問）

２０日（水）常任委員会（総務）

２１日（木）常任委員会（市民文教）

２２日（金）常任委員会（厚生）

２５日（月）常任委員会（産業建設）

２９日（金）予算特別委員会

７月 ３日（月）本会議（閉会）

☆請願の締め切りは６月７日（水）午後１時

国保税課税限度額の見直し
20年度 21年度 22年度 23年度 26年度 27年度 28年度 30年度

基礎課税(医療給付)分 47万円 47万円 50万円 51万円 51万円 52万円 54万円 58万円

後期高齢者医療支援金分 12万円 12万円 13万円 14万円 16万円 17万円 19万円 19万円

介護保険納付金分 9万円 10万円 10万円 12万円 14万円 16万円 16万円 16万円

合　計 68万円 69万円 73万円 77万円 81万円 85万円 89万円 93万円
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国保税課税限度額の推移万円

平成

○ 国保税の軽減判定所得の見直し

① ２割軽減

（現行）基準額 33万円＋49万円×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋50万円×被保険者数

② ５割軽減

（現行）基準額 33万円＋27万円 ×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋27.5万円 × 被保険者数



４
月

日
の
臨
時
議
会

25

後
、
市
当
局
か
ら
新
文
化

会
館
建
設
に
関
し
て
第
三

者
に
よ
る
必
要
な
調
査
及

び
検
証
を
行
う
た
め
、
独

任
制
（
１
人
の
人
が
各
々

独
立
し
て
職
権
を
行
使
す

る
制
度
）
の
非
常
勤
特
別

職
で
あ
る
「
新
文
化
会
館

建
設
に
関
す
る
第
三
者
調

査
・
検
証
委
員
」
を
設
置

す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。専

門
委
員
（
予
定
者
）

に
は
、
峰
田
典
明
氏
（
弁

護
士
）
、
和
泉
田
保
一
氏

（
山
形
大
学
人
文
社
会
科

学
部
准
教
授
＝
行
政
法
）
、

三
好
修
氏
（
技
術
士
、
公

益
社
団
法
人
日
本
技
術
士

会
工
事
監
査
支
援
登
録
会

員
）
を
５
月

日
開
催
予

15

定
の
連
絡
会
議
で
正
式
に

委
嘱
し
ま
す
。

調
査
検
証
事
項
は
新
文

化
会
館
建
設
計
画
の
経
緯

に
関
す
る
こ
と
、
建
設
工

事
費
及
び
契
約
の
経
過
に

関
す
る
こ
と
、
工
事
仕
上

が
り
に
関
す
る
こ
と
と

し
、
調
査
検
証
の
範
囲
、

具
体
的
事
項
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
の
諮
問
を

踏
ま
え
各
専
門
委
員
が
判

断
し
ま
す
。

調
査
検
証
方
法
は
専
門

委
員
の
指
示
で
事
務
局

（
総
務
部
）
が
各
種
資
料

を
収
集
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
当
該
資
料
に

基
づ
き
必
要
な
調
査
検
証

を
行
い
ま
す
。

意
思
決
定
な
ど
の
事
実

を
認
定
し
た
上
で
手
続
き

が
適
切
・
適
法
か
を
確

認
。
今
後
の
業
務
に
お
い

て
改
善
す
べ
き
事
は
提
言

と
し
て
加
え
ま
す
。

各
専
門
委
員
は
調
査
検

証
の
結
果
を
報
告
書
と
し

て
ま
と
め
市
長
に
答
申
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
市
議
団
は
予

算
要
望
で
第
三
者
委

員
会
設
置
求
め
る

日
本
共
産
党
市
議
団
は

昨
年

月

日
に
皆
川
市

11

22

長
へ
予
算
要
望
書
を
提

出
、
重
点
要
望
事
項
の
第

一
に
「
新
文
化
会
館
の
建

設
に
関
わ
る
経
緯
に
つ
い

て
第
三
者
委
員
会
の
設

置
」を
求
め
て
き
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
は
日
本
が

年
間
に
わ
た
る
侵
略
戦

15争
で
、
３
１
０
万
人
以
上

の
日
本
国
民
と
２
０
０
０

万
人
を
超
す
ア
ジ
ア
の
人

々
を
犠
牲
に
し
た
反
省
の

上
に
立
っ
て
、
敗
戦
の
翌

年
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
日
本
国
憲
法
で

は
戦
前
の
憲
法
に
は
な
か

っ
た
「
平
和
主
義
」
「
国

民
主
権
」「
基
本
的
人
権
」

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
戦
後
日

本
が
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
安
倍
首
相

は
、
憲
法
は
古
く
な
っ
た

と
し
、
９
条
を
改
悪
し
自

衛
隊
を
明
記
す
る
こ
と
に

執
念
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。日

本
共
産
党
議
員
団

は
、
日
本
が
再
び
「
戦
争

を
す
る
国
」
に
な
る
こ
と

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ

と
を
街
頭
で
訴
え
ま
し

た
。こ

の
宣
伝
に
は
関
と
お

る
県
議
、
加
藤
紘
一
市
議
、

菅
井
巖
市
議
、
坂
本
昌
栄

市
議
、
山
田
守
市
議
、
長

谷
川
剛
市
議
が
参
加
し
ま

し
た
。

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ

れ

年
目
と
な
る
３
日
と

71

４
日
の
両
日
、
日
本
共
産

党
議
員
団
が
街
頭
宣
伝
を

平
成

年
度
鶴
岡
市
重

31

要
事
業
の
当
局
説
明
が
、

４
月

日
の
臨
時
議
会
終

25

了
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

種
子
法
廃
止
の
影
響
か

ら「
種
子
を
守
る
」
条
例

制
定
求
め
る

菅
井
巌
市
議
は
、
「
主

要
農
作
物
種
子
法
」
が
こ

の
４
月
か
ら
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
関
連
し
て
発
言
。

種
子
法
廃
止
の
影
響

は
、
在
来
作
物
や
米
や
大

豆
な
ど
の
優
良
種
子
を
育

成
し
て
き
た
公
的
機
関
の

存
在
や
、
地
域
農
家
に
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

だ
と
し
て
、
新
潟
県
や
兵

庫
県
な
ど
他
の
県
で
も

「
種
子
を
守
る
」
条
例
を

制
定
し
て
い
る
事
例
を
示

し
、
山
形
県
で
も
そ
う
し

た
条
例
整
備
を
す
る
事
を

求
め
ま
し
た
。

中
高
一
貫
に
問
題
点
指

摘
、
市
民
の
声
反
映
を

山
田
守
市
議
は
、
中
高

一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
発
言
。
こ
の
間
教
育
委

員
会
主
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
国
の
諮
問
機
関
で
あ

る
教
育
再
生
会
議
で
は
、

受
験
校
を
中
高
一
貫
に
す

る
こ
と
は
、
受
験
競
争
の

加
熱
化
、
学
校
間
格
差
の

助
長
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
た
多
く
の
市
民
か
ら

も
多
様
な
反
対
の
意
見
が

あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
市

民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
の

か
質
し
ま
し
た
。

右から関とおる県議、加藤鉱一市議、長谷川剛市議
（３日、エーコープふじしま店前）

右から山田守市議、坂本昌栄市議
（３日、生協切添センター前）


